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(57)【要約】
【課題】無線充電システムを提供する。
【解決手段】本発明の装置は、充電されるべき第１及び
第２の装置に関する情報を記憶するためのメモリと、第
１の結合器と、第２の結合器と、メモリにアクセスして
メモリにおける第１の装置に関する情報に基づいて第１
の結合器を有効にし、メモリにアクセスしてメモリにお
ける第２の装置に関する情報に基づいて第２の結合器を
有効にするとともに、第１及び第２の結合器に電力を第
１及び第２の装置に対してそれぞれ同時に送信させるた
めの制御装置とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　充電されるべき第１及び第２の装置に関する情報を記憶するためのメモリと、
　第１の結合器と、
　第２の結合器と、
　前記メモリにアクセスして前記メモリにおける前記第１の装置に関する前記情報に基づ
いて前記第１の結合器を有効にし、前記メモリにアクセスして前記メモリにおける前記第
２の装置に関する前記情報に基づいて前記第２の結合器を有効にするとともに、前記第１
及び第２の結合器に電力を前記第１及び第２の装置に対してそれぞれ同時に送信させるた
めの制御装置とを備える、装置。
【請求項２】
　前記第１及び第２の結合器のそれぞれがワイヤーループを含む、請求項１に記載の装置
。
【請求項３】
　ＷｉＦｉ、ブルートゥース（登録商標）、又はＮＦＣのうちの１つによって別の装置と
通信するように構成される無線通信インタフェースを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記メモリが、ＤＲＡＭ、ＳＲＡＭ、又は不揮発性メモリのうちの１つである、請求項
１に記載の装置。
【請求項５】
　前記メモリに記憶される前記情報が、前記第１及び第２の装置を充電するための前記第
１及び第２の装置のパラメータを示す、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記制御装置が、充電されるべき前記第１及び／又は第２の装置の存在を検出すること
ができる、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記制御装置が、前記第１及び第２の結合器により送信される充電電力を制御すること
ができる、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記第１又は第２の装置が、スマートフォン、ラップトップ、タブレット、又はヘッド
セットのうちの少なくとも１つである、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　第１の装置であって、
　アンテナコンポーネントと、
　前記アンテナコンポーネントを通して無線で電力を受信するための受信機と、
　無線充電器により送信されることができる前記の受信された電力により充電されるよう
に動作可能なバッテリとを備え、前記無線充電器が、
　充電されるべき当該第１の装置及び第２の装置に関する情報を記憶するためのメモリと
、
　第１の結合器と、
　第２の結合器と、
　前記メモリにアクセスして充電電力を前記第１及び第２の装置に対して同時に送信する
ように前記第１及び第２の結合器を有効にするための制御装置とを含む、第１の装置。
【請求項１０】
　前記アンテナコンポーネントが複数のアンテナを備える、請求項９に記載の第１の装置
。
【請求項１１】
　前記無線充電器が、請求項２から請求項８のいずれか一項に従う、請求項９に記載の第
１の装置。
【請求項１２】
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　機械読み取り可能な記憶媒体における第１の装置に関する情報に基づいて第１の結合器
を有効にするステップと、
　前記機械読み取り可能な記憶媒体における第２の装置に関する情報に基づいて第２の結
合器を有効にするステップと、
　送信機に前記第１及び第２の結合器を介して電力を前記第１及び第２の装置に対してそ
れぞれ同時に送信させるステップとを含む、方法。
【請求項１３】
　充電されるべき前記第１及び／又は第２の装置の存在を検出するステップを含む、請求
項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１及び第２の結合器により送信される電力を制御するステップを含む、請求項１
２から請求項１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１又は第２の装置が、スマートフォン、ラップトップ、タブレット、又はヘッド
セットのうちの少なくとも１つである、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　実行された場合に請求項１２から請求項１５のいずれか一項に記載の方法を１つ又は複
数のプロセッサに実行させる命令を有するコンピュータプログラム。
【請求項１７】
　機械読み取り可能な記憶媒体における第１の装置に関する情報に基づいて第１の結合器
を有効にするための手段と、
　前記機械読み取り可能な記憶媒体における第２の装置に関する情報に基づいて第２の結
合器を有効にするための手段と、
　送信機に前記第１及び第２の結合器を介して電力を前記第１及び第２の装置に対してそ
れぞれ同時に送信させるための手段とを備える、装置。
【請求項１８】
　充電されるべき前記第１及び／又は第２の装置の存在を検出するための手段を備える、
請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記第１及び第２の結合器により送信される電力を制御するための手段を備える、請求
項１７から請求項１８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２０】
　前記第１又は第２の装置が、スマートフォン、ラップトップ、タブレット、又はヘッド
セットのうちの少なくとも１つである、請求項１７に記載の装置。
【請求項２１】
　請求項１６に記載のコンピュータプログラムを記憶したコンピュータ読み取り可能な記
憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の開示された実施例は、一般に、電気エネルギー伝送に関し、さらに特に、無線
電力伝送に関する。
【背景技術】
【０００２】
　たくさんの人々が数多くの携帯電話、タブレット、カメラ、携帯用のゲーム機、及び同
様の装置をより大規模なサービスにつぎ込んだので、既に世界の大部分の至る所で広く用
いられている携帯型電子装置は、普及率の更なる増加を見そうである。大部分のそのよう
な装置は、定期的間隔で再充電される必要があるバッテリ又は同様のエネルギー貯蔵デバ
イスによって電力を供給される。電源コードによって電源コンセントに接続されることを
携帯型装置に要求する、より従来のシステムと比較して、現存する無線再充電システムは
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、（より大きな利便性のような）潜在的な利点を提供するが、しかし、そのような利点の
実現を制限するいろいろな実施の問題に直面する。
【０００３】
　開示される実施例は、図面における添付の図と併せて下記の詳細な説明を閲覧すること
で更によく理解されることになる。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】本発明の実施例による無線充電システムの概略図である。
【図２ａ】本発明の実施例による外装筐体内に収容された無線充電システムの側面図であ
る。
【図２ｂ】本発明の実施例による外装筐体内に収容された無線充電システムの側面図であ
る。
【図３】本発明の別の実施例による図１の無線充電システムの概略図である。
【図４】本発明の別の実施例による無線充電システムの正面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　実装例の簡潔性及び明瞭性のために、図面は、構造の一般的な様式を例示し、本発明の
説明された実施例に関する議論を必要以上に不明瞭にすることを避けるために、既知の特
徴と技術の説明及び詳細は省略され得る。さらに、図面における要素は、一定の比率で必
ずしも描かれるとは限らない。例えば、図におけるいくつかの要素の寸法は、本発明の実
施例の理解を向上させるのを助けるために、他の要素と比較して誇張されているかもしれ
ない。例えば、現実の状況のもとではかなりあまり対称的でなくかつ整然としていないで
あろうと思われる構造が、直線、鋭角、及び／又は平行平面などを有していることを示さ
れるような場合、いくつかの図は理解を助けるために理想的な方法で示され得る。異なる
図における同じ参照符号は同じ要素を意味し、一方同様の参照符号は必ずしもそうではな
いが同様の要素を意味し得る。
【０００６】
　説明及び特許請求の範囲における“第１の”、“第２の”、“第３の”、“第４の”な
どの用語は、必ずしも特定の順次的な又は年代順の順番を示すためだけでなく、同様の要
素を区別するために、もしあれば使用される。そのように使用される用語は、例えば、こ
こで説明された本発明の実施例が、ここで例示された、又はそうでなければ説明された順
序以外の順序で動作可能であるように、適切な状況の下で交換可能である、ということが
理解されるべきである。同様に、もし方法がここで一連のステップを含むものとして説明
されるならば、ここに現れたそのようなステップの順番は、必ずしもそのようなステップ
が実行され得る唯一の順番であるとは限らず、提示されたステップのうちのいくつかが場
合により省略され得るか、及び／又はここで説明されないいくつかの他のステップが場合
により方法に対して追加され得る。さらに、“備える（comprise：含む）”、“含む（in
clude：包含する）”、“有する”という用語、及びそれらのあらゆる変形は、要素のリ
ストを含む処理、方法、物品、及び装置が、それらの要素に必ずしも限定されるとは限ら
ないが、しかしそのような処理、方法、物品、及び装置に明確に記載されていない他の要
素、又はそのような処理、方法、物品、及び装置に固有の他の要素を含み得るように、非
排他的な包含をカバーすることを意図している。
【０００７】
　説明及び特許請求の範囲における“左”、“右”、“前”、“後”、“上部”、“下部
”“上の”、“下の”などの用語は、必ずしも永久的な相対的位置を説明するためだけで
なく、そうでなければ明確に又は文脈によって示されない限り、記述的な目的のために、
もしあれば使用される。そのように使用される用語は、例えば、ここで説明された本発明
の実施例が、ここで例示された、又はそうでなければ説明された幾何学的配置以外の幾何
学的配置で動作可能であるように、適切な状況の下で交換可能である、ということが理解
されるべきである。ここで使用される“連結される”という用語は、電気的又は非電気的
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な方法において直接的又は間接的につながっていると定義される。お互いに“隣接してい
る”とここで説明される物体は、その言い回しが使用される文脈に応じて適切に、お互い
と物理的接触状態にあり得るか、お互いと極めて接近した状態にあり得るか、又はお互い
と同じ一般的な範囲又は領域に存在し得る。ここでの“一実施例における”という言い回
しの存在は、必ずしも同じ実施例を全て参照するとは限らない。
【０００８】
　本発明の一実施例において、無線充電システムは、システムオンチップ（ＳｏＣ）と、
エネルギー伝送ユニットと、ソフトウェアプロトコルとを含むマイクロ電子パッケージを
備える。ＳｏＣは、処理装置と、処理装置に連結されたメモリ装置と、処理装置及びメモ
リ装置に連結された通信装置とを備える。通信装置は、外部電子装置と無線で通信するこ
とが可能である。エネルギー伝送ユニットは、エネルギーを外部電子装置に伝送すること
が可能である。ソフトウェアプロトコルは、メモリ装置に実装され、外部電子装置の充電
プロファイルを検出することが可能であり、充電プロファイルの必要条件に従ってエネル
ギー伝送ユニットのパラメータを調整することが可能である。
【０００９】
　携帯型電子装置は、有限の電池寿命を有し、したがって頻繁に再充電されなければなら
ない。もし有線による再充電が使用されるならば、その場合に、人は、増大したケーブル
の音、充電場所に関しての柔軟性の欠如（電源コードがコンセントにつながれる場所で再
充電しなければならない）、電源コードが利用できない時又は場所で再充電する潜在的な
必要性など、電源コードを用いることにより起こる様々な不便を受け入れなければならな
い。無線充電スキームは、これらの問題のいくつかを克服するが、しかし、これらの問題
を、無線再充電器と携帯型装置との間の潜在的な不適合性、美的問題、及び有線のシステ
ムと同様の充電場所の柔軟性の潜在的な欠如を含む他の潜在的な欠点と置き換える。下記
で詳細に説明されることになるように、本発明の実施例は、拡張された充電ゾーン、埋め
込まれた又は装飾的なシステムコンポーネント、高性能の通信プロトコル、及び他の潜在
的な利点を有効にすることによって、上述及び他の問題に対処する。
【００１０】
　ここで図を参照すると、図１は、本発明の実施例による無線充電システム１００の概略
図である。図１において例示されたように、無線充電システム１００は、ＳｏＣ１２０を
有するマイクロ電子パッケージ１１０を含む無線充電ユニット１０１を備える。ＳｏＣは
、処理装置１２１と、処理装置に連結されたメモリ装置１２２と、処理装置及びメモリ装
置に連結された通信装置１２３とを備える。
【００１１】
　処理装置１２１は、あらゆる種類の集積回路（ＩＣ）装置を含み得る。一実施例におい
て、処理装置は、（シングルコア又はマルチコアのいずれかの）処理システムを含む。例
えば、処理装置は、マイクロプロセッサ、シグナルプロセッサ、ネットワークプロセッサ
、チップセットなどを含み得る。一実施例において、処理装置それ自身は、複数の機能ユ
ニット（例えば、１つ又は複数の処理ユニット、１つ又は複数の通信ユニット、１つ又は
複数の信号処理ユニット、１つ又は複数のセキュリティユニットなど）を有する（ＳｏＣ
１２０とは別の）ＳｏＣを備える。しかしながら、開示された実施例はあらゆる特定の種
類又はクラスのＩＣ装置に限定されないということが理解されるべきである。
【００１２】
　メモリ装置１２２は、あらゆる種類のソリッドステートのメモリ装置／アレイを含み得
る。一実施例において、メモリ装置は、電力がシステムから取り除かれた後で情報を保持
するメモリ（すなわち、不揮発性メモリ又は固定記憶装置）のみを含む。例えば、メモリ
装置／アレイは、ＭＬＣ、ＳＬＣなどのような、あらゆる種類のフラッシュメモリである
かもしれず、それは、同様に、あらゆる種類の相変化メモリ（ＰＣＭ）又は磁気ランダム
アクセスメモリ（ＭＲＡＭ）であるかもしれない。別の実施例において、メモリは、不揮
発性ソリッドステートメモリ装置と揮発性メモリ装置（ソリッドステート）の組み合わせ
である。例えば、これは、フラッシュ、ＰＣＭ、ＭＲＡＭ（不揮発性）、及びＤＲＡＭの
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組み合わせとすることもでき、ここで、ＤＲＡＭは、ＳｏＣ／処理装置のメモリ制御器に
よりサポートされる、あらゆる種類のＤＲＡＭであり得る。
【００１３】
　通信装置１２３は、ＷｉＦｉ（ＩＥＥＥ８０２．１１ｂ／ｇ／ｎ又は他の次世代の実装
例）、ブルートゥース（登録商標）、３Ｇ、ＬＴＥ、ＷｉＭＡＸ、又は装置間の情報転送
のために使用され得る他の通信プロトコルのような、しかしそれらに限定されない、１つ
又は複数の通信プロトコルをサポートする、あらゆる種類の無線ラジオ装置、又はラジオ
装置のあらゆる組み合わせを備え得る。
【００１４】
　ソフトウェアプロトコル１２７は、メモリ装置１２２に実装される。ソフトウェアプロ
トコルは、外部電子装置の充電プロファイルを検出することが可能であり、充電プロファ
イルの必要条件に従ってエネルギー伝送ユニットのパラメータを調整することが可能であ
る。例えば、エネルギー伝送ユニットのパラメータは、単位体積当たりのエネルギー伝送
の時間速度が外部電子装置の充電プロファイルの必要条件に従ってソフトウェアプロトコ
ルにより変更され得ることを意味している、その電力密度とすることができるであろう。
実際には、電力密度は、電圧及び電流の振動範囲（swing）により、電力（ｐ）＝電圧（
ｖ）×電流（ｉ）、すなわちｐ（ｔ）＝ｖ（ｔ）×ｉ（ｔ）として決定されることになり
、それは、下記でさらに詳述されるように、充電を最適化するために調整され得るいくつ
かのパラメータを暗示する。
【００１５】
　外部電子装置の充電プロファイルは、外部電子装置内のバッテリ（又は他のエネルギー
貯蔵デバイス）の再充電に影響を及ぼす全てのパラメータのセットであるとともに、少な
くとも概念的に、周波数、電圧振動範囲、電圧振幅（amplitude）、電流振動範囲、電流
振幅、エネルギー伝送ユニットにより出力され、外部電子装置により受信される波形の形
（すなわち、正弦、のこぎり歯、矩形など）を少なくとも含む（エネルギーが分散性媒体
を通過するので波形が幾分変わるであろうが、全ての実用的な目的のために、エネルギー
伝送ユニットにより出力される波形は外部電子装置により受信される波形と同じであると
みなされ得る）。とりわけ、充電プロファイルの他の必要条件は、最大充電容量のパーセ
ンテージ（percentage：割合）、及び最適充電率（すなわち、エネルギー伝送の速度）を
含み得る。多くの場合、しかし必ず常にではなく、最適充電率は、最大の可能な充電率に
なるであろう。
【００１６】
　通信装置は、外部電子装置１３０（装置１３０が無線充電システム１００から分離して
いるということの表示として点線で示される）を含む外部装置と、無線で通信することが
可能である。一例として、外部電子装置１３０は、スマートフォン又は他のセルラー電話
、タブレット、電子読取装置、ＭＰ３プレーヤ又は他の音楽プレーヤなどであり得る。図
示しないが、しかし、同様にＳｏＣ１２０又はマイクロ電子パッケージ１１０の一部分で
あるのは、（送電のため（すなわちインダクタ）及び通信のための両方の）１つ又は複数
のアンテナ、ラジオ、電圧調整器、電源スイッチ、及び無線電力伝送のための回路構成（
例えば、電力増幅器モジュールなど）である。
【００１７】
　通信装置１２３により使用される通信プロトコルは、ブルートゥース（登録商標）、Ｗ
ｉＦｉ、３Ｇ、ＬＴＥ、ＷｉＭＡＸ、又は無線装置により使用され得るあらゆる他の通信
プロトコルであり得る。外部装置と通信する能力は、無線充電システム１００が、ソフト
ウェア、ドライバなどに対する更新を無線により（over-the-air）受け取り、したがって
システム寿命を拡張し、利便性及び使い易さを増大させることができる、ということを意
味する。
【００１８】
　無線充電ユニット１０１は、エネルギーを外部電子装置に伝送することが可能であるエ
ネルギー伝送ユニット１４０を更に備える。外部電子装置１３０は、エネルギー伝送ユニ
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ット１４０により放出されるエネルギーにより充電されることが可能でなければならず、
言い換えれば、外部電子装置１３０は、エネルギー伝送ユニット１４０に対する外部電子
装置１３０自身の対応物を必要とし、対応物は、電力伝送のための受信機及びアンテナ（
すなわち、恐らく外部電子装置のケースに組み込まれるインダクタ）を少なくとも備え得
る、という点に注意を要する。受信機は、電力受け取りのための付加的な電圧調整器／電
力調整器、及びアンテナを備え得る。いくつかの実施例において（しかし全てではなく－
下記参照）、無線充電ユニットがＡ／Ｃ電力の電源のような電源に接続され得るように、
無線充電システムは電源コード（図示せず）を更に備える。
【００１９】
　一実施例において、エネルギー伝送ユニット１４０は、直接誘導（direct　induction
）又は共振磁気誘導（resonant　magnetic　induction）の原理に従って動作し得る誘導
充電ユニットを備える。他の実施例において、エネルギー伝送ユニットは、マイクロ波放
射、レーザエネルギー、又は他の形式の電磁放射を用いて動作し得る。エネルギー伝送ユ
ニット１４０は、エネルギー伝送ユニットから外部電子装置１３０にエネルギーが伝送さ
れ得るエネルギー伝送ゾーンを生成することが可能である。様々な実施例において、そし
て、他の要因の間では、エネルギー伝送ユニットの周辺の又は近傍における材料－又はユ
ニットが埋め込まれるかもしれない材料－の性質に応じて、エネルギー伝送ゾーンは、約
１センチメートル若しくは２センチメートルの、少なくとも１０センチメートルの、又は
１００センチメートル若しくはそれ以上の半径を有し得る。
【００２０】
　エネルギー伝送ユニット１４０は、複数のエネルギー伝送サブユニット１４１を備える
ことができ、複数のエネルギー伝送サブユニット１４１のうちの各１つは、エネルギー伝
送ユニット１４０内の他のエネルギー伝送サブユニットから独立して（しかし、同時に）
、外部電子装置１３０に、又は異なる外部電子装置（図示せず）に、エネルギーを伝送す
ることが可能である。ソフトウェアプロトコルは、複数の外部電子装置のうちのいずれか
の充電プロファイルを検出することが可能であり、充電プロファイルのうちのいずれか１
つの必要条件に従って、エネルギー伝送サブユニットのそれぞれのパラメータを調整する
ことが可能である。言い換えれば、単一のエネルギー伝送ユニットは、複数の装置のバッ
テリを充電することができ、そして各装置に関して最適化された方法でバッテリを充電す
ることができる。
【００２１】
　いくつかの実施例において、無線充電システム１００は、机の上、棚の上、又は同様の
場所に設置され得る独立型ユニットであり得る。他の実施例において、無線充電システム
は、マイクロ電子パッケージ及びエネルギー伝送ユニットを完全に収容する外装筐体を更
に備える。後者の実施例スタイルの実例は、図２ａ及び図２ｂにおいて示される。図２ａ
において、無線充電ユニット１０１は、外装筐体としての役割を果たす花びん２１０の中
に埋め込まれるか、又は花びん２１０の内部に設置される。図２ｂにおいて、外装筐体は
、従来のマットレス２３０の上に位置するマットレスパッド２２０であり、その両方共が
ベッドフレーム２４０の上に置かれている。その代りに、無線充電ユニット１０１は、ベ
ッドフレーム２４０の中に埋め込まれ得る。別の（例示されない）代替案は、無線充電シ
ステムをマットレス２３０の中に埋め込み、そしてマットレスパッドなしで済ませること
である。必要に応じて、無線充電システムは、これらの若しくは同様の位置の２つ以上に
おいて、又はこれらの若しくは同様の位置の全てにおいて、設置され得る。言うまでもな
く、多くの他の外装筐体の可能性が、図２ａ及び図２ｂで描写された外装筐体を越えて存
在する。これらの他の筐体の可能性のいくつかの実例は、ドアフレームと、天井と、壁と
、家及び他の建物の他の構造部材、図２ａで示された花びんと同様の様々な装飾的な家庭
用の品物のうちのいずれか、マウスパッドと、オフィス用椅子（例えば、ひじ掛け内に）
と、机の引き出しと、他のオフィス用設備又は備品、カウチ（couche：ソファー）と、椅
子と、寝室用ランプと、コーヒーテーブルと、他の家具部分、そして車両のドア、ダッシ
ュボードなどである。
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【００２２】
　図３は、本発明の別の実施例による無線充電システム１００の概略図である。図３にお
いて例示されたように、無線充電システム１００は、外部電子装置１３０に電気的に連結
されることが可能である電線３１１を含む誘導充電ユニット３１０を更に備える。さらに
下記で論じられるように、ある距離にわたる無線充電が実行可能ではない所で、図３のシ
ステムは、とりわけ有益であり得る。しかしながら、（上記の図１の実施例を含む）他の
実施例において、無線充電システム１００は、図３において示された追加の構成要素を含
まず、いくつかの実施例において、単に無線充電ユニット１０１と同様の（又は無線充電
ユニット１０１と同じ）無線充電ユニットから構成され得る、ということが理解されるべ
きである。
【００２３】
　図３の実施例において、誘導充電ユニット３１０は、エネルギー伝送ユニット１４０（
上記で言及されたように、それ自身誘導充電ユニットであり得る）から無線でエネルギー
を受け取ることが可能である。様々な実施例において、誘導充電ユニット３１０は装着可
能であり、それは人間の身体の一部分に装着されることが可能であることを意味する。例
示された実施例において、誘導充電ユニット３１０は、人の指の先端に取り付けられるよ
うに設計されている中空の丸みを帯びたキャップである。
【００２４】
　人の手及び腕により達成できる広範囲の動作は、そのような充電ユニットが、容易にエ
ネルギー伝送ユニット１４０と接触して設置されるか、又は容易にエネルギー伝送ユニッ
ト１４０と極めて接近している状態になり、したがってそこからエネルギーを受け取るこ
とを可能にする。実例が、下記で与えられることになる。指キャップが不都合であるよう
な他の実施例において、誘導充電ユニット３１０は、リング、アームバンド、ネックレス
、ヘッドバンド、ブレスレット、身体に貼られる装着可能パッチなどの場合のように、身
体上のどこか別の場所に装着されるように設計されることができるであろう。
【００２５】
　図３の実施例において、外部電子装置１３０は、スマートフォン、タブレット、若しく
は図１に関連して上記で説明された同様の装置であり得るか、又は外部電子装置１３０は
、ゲームコントローラ、拡張現実感装置（augmented　reality　device）、携帯用ナビゲ
ーション装置などとすることができるであろう。外部電子装置１３０は、さらに、ペース
メーカー、インスリンポンプなどのような、人の身体の中に埋め込まれた電子装置であり
得るか、又は外部電子装置１３０は、例えばシャツ又はジャケットに織り込まれた電子装
置、若しくはそうでなければ、衣類、財布などの品物に組み込まれた電子装置のような、
装着可能な電子アイテムとすることができるであろう。
【００２６】
　外部電子装置１３０が、電線又は他の部品が突き出すことなく人の身体の中に埋め込ま
れたペースメーカーである実例を検討する。ペースメーカーは、それ自身の（身体に埋め
込まれた）無線受信機、及び身体の外側に心臓に極めて接近している状態で配置された電
力をペースメーカーに供給する関連する電力パッドを有する。電力パッドは、定期的に再
充電される必要があるであろう。不便であるか、もしくは不可能であるかもしれない、パ
ッドを再充電するためにパッドを取り外すことよりむしろ、指キャップをエネルギー伝送
ユニット１４０にあてる（又は指キャップをエネルギー伝送ユニット１４０の近くに持っ
て行く）ことにより容易に獲得されることができるであろうエネルギーを、電線３１１に
沿って指キャップからパッドに転送することによって、人はパッドを再充電することがで
きるであろう。指キャップは、したがって、人の身体又は衣類上の異なる位置まで電線に
より電力が伝送され得る無線電源コンセントの役割を果たす。明らかに、胸の上のポイン
トで電源（ユニット１４０）に触れるであろうより、指先で電源（ユニット１４０）に触
れることは、はるかに容易であり、そのような接触（又は接触に近いもの）が必要な場合
に、図３の実施例は申し分なく非常に有益であり得る。
【００２７】
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　言及されたように、誘導充電ユニット３１０は、エネルギー伝送ユニット１４０から無
線でエネルギーを受け取ることが可能である。実際には、そしてさらに図３の実施例を参
照すると、誘導充電ユニット３１０は、無線充電ユニット１０１と接触して設置され得る
とともに、充電ユニットからエネルギーを無線で受け取り得る。そのようなシステムが有
益であり得る別の文脈は、それが装着可能な充電ステーション（例えば、衣類に組み込ま
れたバッテリ）を充電するために使用される場合であり、そのようなシステムは、古いか
、又は旧式であるか、又は他の理由のために有線による充電を必要とする装置を充電する
ために使用されることができる。人が携帯することを望むが、しかし電力ケーブルを必要
とするより古い携帯電話を充電する必要があるシナリオを検討する。いくつかの都合の良
い時間（例えば、会議において座っている間、テレビを見ている間、電話で話している間
など）に、人が有線による充電を必要とする装置を接続することができるプラグを有する
装着可能バッテリ又は他の装着可能電力貯蔵ユニット（例えば電気化学キャパシタ（ウル
トラキャパシタ、スーパーキャパシタなど））を充電するために、人は、（指キャップを
装備している）指を無線充電ユニット１０１の上又はそばに置くことができるであろう。
図３の（もしくは同様の）実施例が有益であり得るさらに別のシナリオは、エネルギーを
いくつかの外部装置に伝送するために指キャップ又は同様の“近距離の”構成を使用する
ことが必要であり得る場合に、規制機関が本発明の実施例により提供されるエネルギーの
無線伝送を非常に小さな距離に制限する場合である。
【００２８】
　図４は、本発明の別の実施例による無線充電システム４００の正面図である。図４にお
いて例示されたように、無線充電システム４００は、無線充電ユニット１０１、及び無線
充電ユニットが取り付けられることが可能である装着可能アイテム４５０を備える。図４
において、装着可能アイテム４５０は、ズボン１着であるとして描写される。無線充電ユ
ニット１０１は、何らかの方法で、恐らく内部のポケット若しくは隠されたポケット（図
示せず）に設置されることによって、又は裏地に縫いつけられることによって、ズボンに
取り付けられる。示された構成のような構成は、充電ユニットを外部電子装置のありそう
な場所の近くに設置することにより損失を減少させ、したがって効率的な充電のために必
要とされる電力を減少させる傾向がある。
【００２９】
　ズボンの他に、帽子、手袋、及び他の上着、バックパック、宝石類、腕章など、他の衣
類品を含む多くの他のアイテムが、同様に、“装着可能アイテム”としてここで参照され
るものとして適当である。“装着可能アイテム”の指定は、身体の一部分に、又は衣類若
しくは以前に言及されたアイテムのうちのいずれかに装着されるパッチなどにさえも、要
するに人間の身体に装着されることができる、とにかく何にでも及ぶ。
【００３０】
　例示された実施例において、装着可能アイテム４５０は、人間の身体により生成される
振動エネルギー、熱エネルギー、力学的エネルギーなどを含むあらゆる種類のエネルギー
を収集する（例えば、獲得する、保存する、そして再分配する）ことが可能であるエネル
ギーハーベスティングユニット４５１を備える。したがって、収集されたエネルギーは、
装着可能アイテムに組み込まれる電線又は他の導体４５３を介して無線充電ユニット１０
１に伝送され得る。このようにエネルギーを供給されると、無線充電ユニット１０１は、
以前に説明された実施例と同様に、無線でエネルギーを外部電子装置に伝送し得る。上記
で言及されたように、いくつかのそのような装置は、装着可能アイテム４５０のポケット
４５５内に少なくとも一時的に格納されるか又はポケット４５５に入れて運ばれそうであ
り得るとともに、そうしたときに、無線充電ユニット１０１により無線で伝送されるエネ
ルギーを受け取ることによって、したがって効率的かつ容易に無線で充電され得る。その
代りに、無線充電ユニット１０１からのエネルギーは、図３に関連して説明された方法と
似ている方法で、接続電線を介して外部電子装置に伝送され得る。
【００３１】
　いくつかの実施例において、装着可能アイテム４５０は、無線充電ユニットと、装着可
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位置付けられるように配置される導電性遮蔽パッチ４５７を備える。そのような遮蔽物は
、伝送されるエネルギーが装着可能アイテム４５０を装着している人の細胞組織に到達す
ることを防止することが必要であるか、又は望ましい状況において使用され得る。
【００３２】
　本発明が特定の実施例を参照して説明されたが、様々な変更が発明の精神又は範囲から
はずれずに行われ得るということが当業者によって理解されることになる。したがって、
本発明の実施例の開示は、本発明の範囲の実例となることを意図しており、限定すること
を意図していない。本発明の範囲は、添付された特許請求の範囲により必要とされる範囲
のみに限定されるべきであるということが意図される。例えば、当業者には、ここで論じ
られた無線充電システムと関連の構造、及び方法が、様々な実施例で実行され得るという
こと、そしてこれらの実施例のうちのいくつかの上述の議論が全ての可能な実施例の完全
な説明を必ずしも表すとは限らないということが、容易に明白であろう。
【００３３】
　さらに、利益、他の利点、及び問題に対する解決法が、特定の実施例に関して説明され
た。しかしながら、利益、利点、及び問題に対する解決法、そして利益、利点、及び解決
法を発生させるか又はより顕著にさせるあらゆる要素又は複数の要素は、請求項のいくつ
か又は全ての重要な、必須である、又は必要不可欠な特徴又は要素と解釈されるべきでは
ない。
【００３４】
　さらに、ここで開示された実施例及び限定事項は、もし実施例及び／又は限定事項が、
（１）請求項において明確に要求されない場合、そして（２）等価物の原則に従い請求項
における明示された要素及び／又は限定事項の等価物であるか、又は潜在的に等価物であ
る場合、発明の公開の原則に従い公衆に献呈されない。
【符号の説明】
【００３５】
　１００　　無線充電システム
　１０１　　無線充電ユニット
　１１０　　マイクロ電子パッケージ
　１２０　　システムオンチップ
　１２１　　処理装置
　１２２　　メモリ装置
　１２３　　通信装置
　１２７　　ソフトウェアプロトコル
　１３０　　外部電子装置
　１４０　　エネルギー伝送ユニット
　１４１　　エネルギー伝送サブユニット
　２２０　　マットレスパッド
　２３０　　マットレス
　２４０　　ベッドフレーム
　３１０　　誘導充電ユニット
　３１１　　電線
　４００　　無線充電システム
　４５０　　装着可能アイテム
　４５１　　エネルギーハーベスティングユニット
　４５３　　導体
　４５５　　ポケット
　４５７　　導電性遮蔽パッチ
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